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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】光ファイバーの照明を利用した内視鏡カテーテ
ルの構造に改良を加えた光ファイバー内視鏡カテーテル
の構造を提供する。
【解決手段】主に、光ファイバー繊維１１により信号線
１２は被覆され、光ファイバー繊維１１及び信号線１２
全体が、カテーテル１の外皮の内部に収容されることで
、安定しているとともにバランスのとれた一体型の構造
を形成し、それによりスペースをさらに有效利用するこ
とが可能になることで、さらに直径が小さい内視鏡カテ
ーテルにも適用することができる。また、全体的にバラ
ンスのとれた構造であることで、カテーテルを曲げる際
に、力が均等に分散され、使用者にとって操作しやすく
、実用的な効果を高めることができる。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　カテーテルの内部に複数の光ファイバー繊維と信号線が設けられる光ファイバー内視鏡
カテーテルの構造であって、光ファイバー繊維は、信号線を完全且つ均一に被覆し、光フ
ァイバー繊維及び信号線全体が、カテーテルの外皮の内部に収容されることを特徴とする
、光ファイバー内視鏡カテーテルの構造。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、光ファイバー内視鏡カテーテルの構造に関し、主に、光ファイバー繊維が信
号線を直接被覆し、軸方向がカテーテル内部に設けられることで、カテーテル操作の安定
性を向上させ、スペースを有効利用できるようにする新しい形態のカテーテル構造に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来の内視鏡の機能は、人体への侵襲を最小限に抑えて検査または医療行為を行うため
、内視鏡の構造には、人体の空洞部に挿入且つ延在することのできる細長い形状の塑性カ
テーテルがいずれにも含まれているとともに、照明構造と撮影装置を組み合わせることで
体内の画像を取得し、その画像を信号線で外部に連結且つ送信する。従来の照明構造は、
光ファイバー束の構造により、カテーテルの内部に貫通されることで、光源を送信して照
らしており、その設置方法は、いずれも独立した構造であるため、カテーテルにおいて、
光ファイバー束と信号線がカテーテル内部に散布する場合、非常に雑然としているため、
カテーテルの直径を効果的に縮小することが困難であるとともに、カテーテルを操作して
曲げる際に、内部の構造のバランスが悪いことにより、偏りが生じやすいという欠点が存
在するため、改善が必要とされている。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　本考案は、主に、光ファイバーの照明を利用した内視鏡カテーテルの構造に改良を加え
た光ファイバー内視鏡カテーテルの構造を提供することを目的とする。
【０００４】
　光ファイバー内視鏡カテーテルの構造は、光ファイバー繊維で信号線を完全に被覆し、
光ファイバー繊維及び信号線全体が、カテーテルの外皮の内部に収容されることで、安定
しているとともにバランスのとれた一体型の構造が形成され、それにより、スペースをさ
らに有效利用することが可能になることで、直径がさらに小さい内視鏡カテーテルにも適
用することができる。また、全体的にバランスのとれた構造であることで、カテーテルを
曲げる際に、力が均等に分散され、使用者にとって操作しやすく、実用的な効果を高める
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】本考案の断面図である。
【考案を実施するための形態】
【０００６】
　参照する図１に示す通り、本考案は、光ファイバー内視鏡カテーテルの構造であり、カ
テーテル１の内部には、複数の光ファイバー繊維１１と信号線１２が設けられ、光ファイ
バー繊維１１は、信号線１２を完全且つ均一に被覆し、光ファイバー繊維及び信号線全体
は、カテーテル１の外皮の内部に収容されることで、安定しているとともにバランスのと
れた、完全に対称をなした一体型の構造が形成される。
【０００７】
　上述の実施例についての説明から分かる通り、本考案のカテーテル１は、内部が完全に
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対称をなしているとともに、バランスのとれた状態であり、円形に配置することで、スペ
ースを最も好ましく有效利用することが可能になるため、内視鏡カテーテルの直径を最小
化することができる。よって、医療行為を行う際に、体の不快感をさらに小さくすること
ができる。さらに、カテーテル全体のバランスのとれた構造により、カテーテルが曲げら
れる際に、力が均等に分散されることで、使用者にとって操作しやすく、実用的な効果を
高めることができる。
【符号の説明】
【０００８】
１　カテーテル
１１　光ファイバー繊維
１２　信号線 

【図１】
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